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公立鳥取環境大学には正門がな
い。鳥取駅からのバスを降りると、
そこはもうキャンパス。緑に囲まれ
た敷地内に、開設したばかりの実験
研究棟や講義棟、図書館などが連な

り、環境問題を考えるためにヤギを
飼育する放牧スペースもある。
訪問した水曜日の午後は、大教室

で１年生向け必修科目の「鳥取学」
が講義されていた。人と社会と自然

〈表紙の写真〉公立大学として再出発して５年の公立鳥取環境大学
との共生をテーマに、教員６人が分
担。講義内容は鳥取県の地形・地質、
気象、海況から動植物、歴史、文化
まで多岐にわたる。
� （文・写真＝可部　繁三郎）
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